
4.切 枝花木 の入室時 期に つい て

1.背 景と特徴

切校花木の促成において当地方は秋の到来が早く休眠が早く破れるため、暖地にくらべ早

期の入室が可能であると思われる。しかし、入室時期は生産者の経験的知識に頼っているの

が現状であり、適切な入室時期を知る必要がある。ば和49年 度から2ヶ年にわたって検討

した結果を参考に供したぃ。

2 技 術の円容

切枝花木の促成の実用的な入室時期は黄葉ョデマリは12月 上旬以後、ボケは1月上旬以

後、サ ンシュは11月 下旬、レンギョウは12月 中旬以後、サクラは12月 下旬以後である。
ユキヤナギは棋つき促成に比べ切枝促成は、開花率が低く花便が短く、花も小さく品質的に

劣る。・その差は早期の入室ほど顕著であり、人室が遅くなるほど少なくなる。根つき促成は

12月 上旬以後、切校だ成でも1月上旬以後の入.室では根つき促成と同程度の開花滋率となり実

り実用的である。

いずれも入室時期が遅くなるほど開花率 (萌芽率 )は高く4り 、到花日数は短くなる傾向

がみられると                  ・

実用的な入室時期と促成所要日数は次の通りである。

昭 4

入重時期

種 類

11月 1 2 月 1 月 2 月 3   月

下 上
・
中 下 上

夕中 下 上 中 下 上 中 下

黄 秦 ヨ デ マ リ 4 6 36 27 16 14

ボ ケ 41 29 3う 31

サ ン シ ュ 41° 98 31

0

1 9 20 12 10 10

レ ン  ギ  ョ  ウ
O

30 20°

サ ク フ

0
29

ユキヤナギ (切 枝) 29 21 23 21 21 1 4

″ (根 つき)
0

31 29 26 21 22 20 21 14

0岬 は昭和 50年 試験実施
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入   室   日

ユ 普 及上の留意点

(1)促 茂中は温度、湿度 ともに高 く、非常に消耗 じやすい環境下にあるので生育中に十分薬

剤散布 して病害虫を防除する。

(2)根 つき促威 (ユ キヤナギ )の場合、秋から根回 しをしておく。

(3)試 験では促成温度 を日中 25し 、夜FF3 1 o地としたが、最適の条件はボケ、ユキヤナギ、
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レンギ ョウ

（い”）「　．
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ナギ (切 枝)

/ ュ

う 1, あ 5    15    25 5 25 う    15   25 5 15 25

1 1 月 12月 1月 2月 3局
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黄薬ヨデマリは日中25し 、夜間12～ 15t、 レンギョウ、チクラは日中2うせ、夜間

15～ 18&、 サンシュ注日中25を 、夜間20む である。

(り 血 室で促成する場合、晴天の日中には2～ う時間天窓を開いて十分通風をはかり、午後

は早めに窓をしめて蒸す状態にする。

(5)日中は時たシリンジを行い枝を絶えず湿らせておき、芽が動き出したら回数を成らし色

づ き始めた らやめる。

(6)替 が膨 らみ始めたら室温を Fげ、十分日光にあてる。

4.試 我成績の概要             ・

(1)試 験課題名     切 枝花木の捉成試験、入室時期試験

(2 試 験年次および場所 H召和49～ 50年  岩 手県園芸試最場本場

(3)試 験方法

1)供 試条件

ゼ 1 % 1物7 1/4 1/18 2/4
物8 3 / 4

1・/22

4 9

サ ンシ ュ(男枝) ① ○ ○ ① ○ ①

コ寄頚者コゥ戸=rり (  〃 ) ○ ○ ○ ○ ○

ボ   ケ ( 〃 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○

ユキヤナギ ( 〃 ) ○ ○ O ○ ○ ○ ○ ○

〃 (根 つき) ○ ○ ○ O ○ O O

t       ノ

務 遜

｀

琉嘉
＼<生

雲

日

、

10/29 l 1 / 1 41物9 1物4 1?′/29

5 0

サ ンシュ(切枝) ○ ○ ○ ○ ○

レンギ ョウ ( 〃 ) ① ○ ○ ○ O

サ ク ラ ( 〃 )
iO

○ ○ ○

1 レ 11ン
/22

1 2 / 7 1/7

う 0 ユキヤナギ(根つき) ○ O ○ ○

■ 十ュェ: ! t , 1 喧由 白 曲 幽 鯉 埜 』
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2)供 試品種

ボ   ケ ………ひのみはた

ユキヤナギー・……蒲日早生

レンギ ョウ……・…チ ョウセンレンギ ョウ

サ  ク  ラ …・・・…ヒガンザ クラ

3)Lrn積及ひ区制  1区 5枝  1区 制

4)促 成方法

切枝だ成 は入室 3日 前 (昭和 50年 度は 7日 前)に 枝を1又穫 し、冷室で水あげ した。

加温ガラス室に入室 した切枝は水 を入れたポリ容器にさし、約 10日 おきに水をかえた。

シリンジは 1日 2～ 3回 行い、花書力者Jれるまで続けた。

根つき促威は入室直前に株 を掘 り上げ、根を黒 ビニールで覆い入室 した。入室後の管

理は男枝促成 と同様に した。

(4)試 験結果

いずれも入室H寺期が遅 くなるほど開花率 (萌茅率 )は 高 くな り、到花 (展葉 )日数、開

花 (展乗 )期間は短 くなる傾向が認められた。

①黄葉 コデマ リ……萌芽率は 12月 上中旬の入室で50%、 1月上句以後の入室で60%

程度であったさまた到展美 日放は 12月 上中旬め入室で40日 前後、 1月 上旬入室で30

日、 1月 中旬以後の入室で 15日 と短 くな った。浸葉期間においても 12月 上中旬入室

では 20日 かゝったものが 1月上旬以後の入室では 10日 となった。

②ボ ケ ……開花率は 12月 上中旬の入室では 50%以 下であったが、 1月 上旬以後の入

室では60%程 度 と高くなった。また到花 日数は 12月 上中旬の入室で50日 、 1月 上

旬以後の入塩で30～ 40日 とな り、開花期間も1月上旬以前の入基で9～ 10日 、 1

月中旬以後の入室では 4～ 6日 と短 くなった。

③サンシュ…… 10月 下句入登では全く開花しなかったのに対し、 11月 中旬以後の入室

では90%以 上の開花率であった。また到花日数ヤま11月 中下旬入室で40～ 6'日 、

12月 中下旬入至では20～ 30日 となり、開花期1胡は 11月 中下旬入室で7～ 9日、

12月 中下旬入室では4～ 炉日と短縮された。

④レンギョウ……開花率は 10月 下旬入室で 15%で あったが、 12月 中下句入室で70

%程 度と高 くなった。多u花日数は 11月 中下旬入室で40～ 60日 、 12月 中旬入室で

30日 、 12月 下旬入至で20日 となり、開花期間は 12月 中旬以前の入室では 19～



22日 、 12月 下旬入室では 10日 以下と短 くなった。      t r

②サクラ…… 11月 中旬入室では全く湖花しなかったが、 12月 下旬入室では8o%以 上

の開花率であった。またデJ花日数 11月 下旬入室で60日 、 12月 中旬入室で40日 、

12月 下旬入室で30日 と短くなブた。

③ユキヤナギ (切枝)・……12月 上中旬入室では輝花率40～ 50%、 1花叢当りの開花

数が2万個以下であったが、 1月 中旬以後の入室では繭花率6う%前 後、 1花 叢当りの

威花狭ユ0個以上となった。

また到花日数、開花期間は1月上句以前の入室では各々30～ 3,日 、 10～ 11日 で

あったが 1月中旬以後の入室では各々15■ 20日 、5～ 9日 と無 くなった。
・

0 ユ キヤナギ (棋つき)……開花率は11月 中の入室では20～ 40%と 低くかったが

12月 上旬入室では60%以 上であった。また到7を日数は 11月 入室では45～ 60 日ヽ、

12月 上句入室で30日 、 1月 上旬入室で20日 となり、開花期間は 11月 入室で13

～ 14日 、 12月 上旬入室で11日 、 1月 上旬入室で9日 と短くなった。

-50-       ・



窓砥申時お掛

□　一〔

田い〔

／
田ａ田

田【寸

田導

田　】ム

延察博慰

皿ベギ

匝∞ギ

‘

唖〇じ

田〇ぶ

回い０一

四〇ペ

■卜熊博ほ

田〇・総噴ｎ

唖Φ・】項〔

口いｏＮＮ吹田

田や・ｎＮ吹ヽ

口や。Ｅ吹ペ

田ゆ・〇眠い

田空紙博墨

□∞・〇ヽ噴〔

田Ｑ・Ｅ吹偽

回ド・
】吹付

唖寸・
〓頃ヽ

正田・寸Щい

配Ю・慰Щ一

体恵増

部
い０一

Ａ拭【

い０い

一　ぶ
い
。

「い

卜
．

Ｎ【

ぷ
一
．

寸

０せ

∞も

〇ギ

い０一

つ０一

翠墨無

離
∞ぶ代

●　ドヽ

∞ぶ一

寸　Ｎペ

いぶい

いぶｈ

窓
ゆ０一

ＯＮ】

寸じ

ＯＮ一

寸”

的べ】

弾時　抵

路
いぶЮ

いびｈ

いない

ｈｄＣ

ＯＮ寸

的　ド州

窓
ギぶ弱

寸じヽ

いぶ一

的　ド田

∞ぶ一

０ぶ

悪帥組

マ
寸

∞
寸

寸
ゆ

ぶ
ぶ

導
ぶ

ぎ
ポ匝範一啜い

Ｅ守　瞑い

皿∝】眠【

匝寸　頃一

回卜】頃ヽＴ

田〔　吹べＴ

いや∽

ぶやの

皿寸「

田ゆ中

田卜ヽ

配ゆ〔

田やや

窓亜株螺召

田い０【

旺的０】

亜的０一

田∞ぶ一

雲や０い

Ｉ督ｏ収Ｇ

田∞・コЩ田

亜∞・〇一項い

田∞・２唄Ｎ

田寸・ｈ唄Ｎ

亜卜望鍬嘆□習盤探選

田∞一吹田

□ｎ　吹ベ

匝一ｎЩ一

田ヽＮ眠】

田つ【唄【

いじい

〇
．

ギ守

〇
．

「や

ヽＯｈ

Ｏ
．

「い

トトい

∞〔い

総い

守Ю偽

６【〔

∞ぶゆ

〇〕い

０ぶム

いぶや

０べ寸

ぶ∞守

〔〇輪

〇【守

寸ｈ〔

ゆ〇〔

田寸　唄ミ

唖∞一頃一

□寸　吹】

田卜一環い】

田い　Щヽ一

（報岸揺ｈ）東冬増墨絡「報齢博眠ふ　培　ヽ穏

（報伴鰹ｈ）革革翠選もヽ報部株想　　ふ―卜Ｈ株紙　一穏

‘　　　　　　―ヽ―卜重苺駅Ｇ駅基隠相　）



怒田翠認

田０何】

田いＮ拭

匝的韓

田守

．
寸ゆ

延報翠歴

亜ペギ

田∞
．

ギ

匝Ю〕

田〇ぶ

田卜熊翠選

田∞・盆質【

匝ｏ・塗駅【

回寸・王唄【

田寸・一ミ頃【

皿寒賦樫蟹

匝ゆ・豊吹】

配い一呈頃【

皿∞・卜唄【

田寸・蛍眠一

翠墨ｋ

齢

一
．

引

い０

一じ

一０「

０〇〇一

怒
黒

総
穏

田
偽

唖や　　　亜ぬ

齢
いおい

【容

ｄｄａ

いぶ的
〇

黒
〇

穏
温

総
黒

窓撫翠組

黒
賛

窓
貫

豊

田田く

配暉

田いい吹田”

田寸一駅い】

田ふ田唄】「

田守【嘆一　】

田いＮ吹〇一

〇ぬ切

い寸の

累匝翠冨

皿〇【

田〇【

田州】

配景

口　一〔

匝∞ｎ

理雲博賦

田∞ギ

田∞ギ

回寸両

田寸“

ロドド

ー的ド

田卜詫博墨

唖∞・や峡輪

□寸じ望嗅い

匝や・卜嘆い

田寸ｏ中瞑州

回寸・やい駅【

口や・堂瞑【

叫憩盤翠墨

田　∞へЩい

田ゆ・畳唄『

田　〇い吹一

回や・べ頃】

□代・堂嘆一

回ゆ・は吹一

働削博母岸

漫
豊

資
豊

慰
R

0
0

0
0

0
o

翠玉ｋ

離
的０

い０

つ０

∞づ

い０

ｈペ

悪
ゆ

  ―
  N  い

  い
  州

相持　　　把五

幣
いぶい

い　ぶい

やぶい

いない

い一び０

ｈ槙

巡
-
 
 
 
 
6
 
 
 
 
い 
 
 
 
か 
 
 
 
寸 
 
 
 
寸

熙
蛍

R
r

獄呂
糧

悪撫辞毬
為

雲
薫

恵
潰

漫

亜暉
/唖珊く

回∞一瞑射

配寸　田田

田∞【頃】

口寸　吹【

伍卜【吹田】

回〔　頃い【

（拇岸鰹い）票楽翠選笛「報部翠墨　　
，ヽヽ十　
．

ギ猟

↑母岸磐ｈ）票革翠寝もヽ報路博眠

Ｈ
ふヽ【　ｎ穏

一
受

一



茉配博悪

田〇ぶＮ

血Ｎ〓守

亜い）ぶｈ

延瞑博砥

田寸ぶ

亜〇ぶ

口Ｇ〕

直卜ｋ博賦

題ゃ。】環ペ

孤督輪吹州

田▼い収岱

□々眠翠程

田０・ヽ眠】

口ヽ・ｈ酎眠】

亜０・ヽ環】

窓博程Ｇ

ぶ洲継博】

ヽ↓ペ

い的
．

引

い一ベ

〇

窓翠眠

O
 
 
的

 
 
ぃ

 
 
ト

h
 
 
く

N
 
 
ヽ

0

鞘翠墨無眠

路
田　ド】

】おい

０●的

〇

【
０〇一

悪
拭

輯
R

漫

謡翠墨

粥
・

∞べ的

へ引守

〇
．

ギ【

００

窯
トト

ｈゆ
トベ

〇

慈　掠

翠　組
料

釈
浪

R田いい噴ぺ【

□い一眠田一

田ぶい頃【一

田寸【唄一【

黒田翠再

田００い

皿いヽ０〔

田いぶい

田∞ド喩

口田
．

ギ〔

延雲翠墨

匝〇ぶ

田Ю”一

匝∞ぶ一

田キ唄０い

ロペヽ料

田卜望翠軽

田ｏ・、項】

田∞・〇駅田

匝〇・ヽ駅一

匝Ｏｏ
いЩペ

理ゃｏ
寸ぺЩ堅

□憩墨翠墨

コｏ・貿吹【

田田”費Щ一

頭ぺ・卜Щ一

田∞。畳唄一

田Ｎ・いく営

能矩
脳

拭
晋

幹
S

選理ｋ

冊
絹

瑠
留

景
熱

窯
S
 
t
t
 
S
輩
聾

唖や　　呼昼

→
律

・
ミ
ド

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈

E
〕

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
o
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
o
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
―

一
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヽ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
卜

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヽ

窯
守寸輪

∞偽〔

訳↓

輪【【

６ト

議範
一掬い

０「い

や【寸

∞つい

へ偽〔

縦墨来

十 卜←
弱

ミ
S

恵
=

慈
ミ

熙
巡

終
拭

報壇卜歴

究げ
い

 
 
0
 
 
0
0
 
 
つ

 
 
ぃ

~
 
 
ヽ

 
 
い

 
 
卜

 
 
∞

黒
6

浪
訳

岩
幹

一
 
 
ヽ

 
 
い□はヽ頃Ｎ一

回寸一瞑ぺ【

田いい頃【【

匝守【瞑一【

田いい眠〇一

〇いり

０ムの

（畳洋搭い）電革翠掻笛ヽ報離博唾〕穏

（軍岸革い）電革博墨もヽ報冊博玉　　小”杵ヽふ　ぶ抵

―
勇

一



窓　亜，

やや　「猟

亜寸一

回【Ｎ

田】田

田いい

田【Ｎ

田いＮ

田田〔

田寸い

田や「

予
匝一い

田〇ペ

田弱い

田一い

匝〕ペ

田総

翠
 
翌

玉
 
報

□∞ギ

配やぶ

□　〕

配　も

孤　公

田守ギ【

匝い０一

田寸〓【

皿
E

皿
田

田
正

田

―
ト

ト
Ю

ゅ
O

 
h

田トヤ番持堀

田∞ふ　Щ寸

回ヤも〔頃〔

田堂唄い

配　ｈ　頃〔

回堂嘆Ｎ

Ｅ寸・螢眠Ｎ

回ヽ為酎唄【

田やｔ二瞑】

□ｏ一眠や

颯【〔嗅い

田卜一吹ｎ

皿゛『
　吹〔

配ｈ【啜ｄ

田〕　い一代

亜〕田吹【

コ迎醍辞眠

田ｈ　眠寸

阻いい峡い

田】一唱〔

田トベ唄弱

□的　吹ペ

田い　瞑代

□”】眠一

配Ｃ　環【

田ｈ　頃寸

匝ｈヽ嘆い

田一【唄ｎ

匝〕いЩＮ

田∞　噴Ｎ

田〇い嘆【

□ｈ【Щ【

慕翠送

Ｑふ却

殺翠【

【一ぶ

Ｏ】ぶ

０一ば

【一拭

ざぶ

ｈいペ

〕やベ

ト一ミ

６〕ぶ

慰足拭

〇ヽ拭“

ギ】拭

弱【ぶ

】∞ベ

∞トベ

窓翠墨
醇

R
S
温

還
窓

景
ぶ

一∞〔

ぃ
一

守Ｎいギ

∞〇い

ぃ
一

∞寸↓　
．

】

∞弱い　
ぃ

【

〇ゆ【

〔
一

トトぶ

撫ば埋

辞
寸

 
 
や

 
 
h
 
 
的

 
 
Ю

 
 
n

ド
じ

む
0

じ
ぶ

卜〕
∞ぶ

いぶ

ｈぶ

ゆド

〇ぶ

卜ぶ

卜〕

Ю両

慕
試

獄
費

ヽ
ヽ

恵
費

守
云

騨
｀温

‐
$

_
ギ

終
R

器翠置Ｒ

撫窓

∞
．

マい

いもミ

ベ〕田

寸びい

０寛雨

いがい

寸０守

〔
４

ギム

∞０ベ

トぶい

いヽい

いぶい

∞じい

ＯＮベ

田Ｎ輪

盃
重

二
玉

袋
曇

還
豊

湯一

０い【

ミベ【

卜田【

い０】

∞Ю】

【６【

磐翠墨

時

いぶつ

いじ〕

〇ドゆ

一ギЮ

Ｏぶゆ

【む

いぺｈ

いがい

碕ぶ卜・

∞０ト

いぶゆ

ｈドゅ

いヽヽゆ

い０ゆ

いぶｈ

悪
工

拭
導

料
遇

8
駅

温
、

 
 
い

 
 
ヽ

 
 
い

 
 
い

 
 
い

 
 
い

 
 
い

窓
韓

導
漫

景
窓

ミ

ぷ緩

博　鞭

寸ゆや

∞いや

いい寸

ｈ【や

〔べ寸

ぺぬ〔

∞やや

℃〔ｈ

０一はヽ

つＯｈ

一寸ｈ

Ｑ寸ぬ

一〔〕

〔べゆ

いいい

（　ヽ

選駅

ヽ
と　，【

ヽ

拘Ｇ賠

□いいЩ〔

田ギ　　嘆
，

ｓ

田∞【噴Ｎ

田寸　Щヽ

回∞】Щ【

田やて　Щ一

四ヽ中眠よ」

田い　眠ド【

付

照ｎ

駅ｎ〓

Щ弱

Щい

質一

瞑【

吹州↓

田
旺

田
田

田
□

亜

卜
寸

∞
や

∞
寸

い

一
兜

一

いや∽（母洋選ｈ）ポ年翠怪符「報撫翠堅杵ホ十十Ｈ　ド憾



窓匝口ヽ「掛

ＥＯＲ

亜　ぺ　
．

「い

田〇ぶ寸

田（）０ゆ

壇環導墨

□〇

田や

田い

皿寸ギ
ぶ

宮
ぶ

田卜熊翠墨

配０・いЩ田

田ゆ・望項】

唖∞ｏ盆頃】

匝や≡０い駅【

亜や紙翠墨

田ｏ。ヽＲ一

匝ぺ・卜嗅一

田ゆ・一吹【

田ｏ・一Щ一

怒翠玉Ｇ

ぶ譜〓

慰
 
導

・
積

 
G

ぺ
 N N  ペ

慈博選

トペ〕〔

いぶいい

いヽいい

ゆやヽ

継翠墨ｋ

障
いぶい

や　ドい

，一　ヽＡ

ゆ　ぶト

窓

卜ぶ∞【

∞ド】ミ

一０いい

州　ぶ卜寸

継翠抵

齢
的ｄЮ

Юぺゆ

ＡＮ寸

や０い

慈　一

００卜い

い

．
ギЮ〔

い範一ヽ

ゆ

、
Ｎぺ】

翠
部

撫
 
報

さ
督

斜
拭

ゆ
 
 
S
 
 
h
 
 
h

田卜　唄中

亜卜　瞑ペ

配ヽべ頃】

ロ　ト　　　ロ（【

０いの（報洋鰹ム）ポ革博墨もヽ報冊翠寝杵末十やヽ　有穏

…
‐
55-



時茄ぐK囚
気 温 ℃ 促磁働度℃ 要 因

時 期

気 温化 賊 鵬 ℃

最 高 最 低 最 高 最 低 最 高 最 低 最 高 最 低

瑠

和

4 9

年

12

月

第1半句

2

3

4

5

6

ユ6

1,8

ユ9

27

26

-di

一曳4

- ユ 2

-23

-曳 9

-64

-66

208

202

187

ld 3

8 9

107
働

10

月

第1半句

2

3

4

5

6

221

2Q8

1 7 5

1 7 2

1 6 1

1ユう

123

120

8 o

8 5

易 9

4 . づ

2勇 0

272

24.3

2曳 夢

281

よ 1

2 1

9 6

102

1

１

２

３

４

５

６

1 . 8

2 , 6

0 6

1 . 6

曳0

1 . 5

一 & 3

- 夕 3

- 8 o

- 2 8

- ' 4

1 8 4

1ユ9

1&8

208

225

223

9 2

9 2

2 2

1 1 . 3

1 ユ9

1 2 5

咽
　
　
和
　
　
知

な

月

1 ‐、

2

3

4

5

6

14.1

1ユ7

1ユ7

14.2

11.o

l■8

1 . 4

6 5

1 . 5

, 0

0

Q 2

24.8

2ユ4

24.0

2 6 5

1 8 7

2 1 . 0

9 0

107

9 9

100

& 2

9 4
略
　
　
榔
　
　
如

９

‐

「

日

‐

判

１

　

２

　

９

　

４

　

５

　

６

一Q l

27

08

98

ユ8

21

- 1 0 8

-64

・106

olユ9

-71

-ユ 9

208

2,0

2 6 3

24,4

2ユ 8

24.8

11.8

169

14.6

10o

120

14.う

す

12

月

１

２

３

４

５

６

l Q  0

4 . 6

ユ2

2 9

ユ 9

21

- 2 6

- 2 2

」生4

= 7 3

-4.9

- 1ユ1

24.4

1 1 . 5

24.5

1&7

2 0 6

7 8

2 5

l d  o

8 2

8 8
ヤ

月

１
．

２

ユ

４

５

６

4.4

曳2

67

69

曳9

89

- 7 8

-ユ う

- 4 . 1

--4.7

■03

‐40

あ 8

296

2'7

264

あ 3

222

1ユ1

11.5

91

106

11.8

1 2 4

H召

和

, 1

年

1

月

１

２

３

４

５

６

7 1
′
1 6 5

2 0

0 う

2 0

1 。1

- 1 . 6

- 4 . 7

¬a 8

…1 0 2

ギ2 2

ヽ 2

2 6 2

27 6

あ 0

2a6

298

1 1 . o

9 0

, 0

104

1 2 0
り
０
　

日
烈

１

　

２

2 3

2 0

―& 0

式 3

3Q3 108

蜂=|:→4114Ⅲ ⅢI■年親J

一 死 一


